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総務費
6億9,658万円
（15.4％）

民生費
6億5,735万円
（14.6％）

衛生費　
3億3,013万円（7.3％）

農林水産業費
4億5,847万円
（10.2％）

土木費
8億8,159万円（19.5％）

消防費
1億5,047万円
（3.3％）

教育費
8億565万円
（17.8％）

公債費
3億9,770万円
（8.8％）

予備費　2,800万円（0.6％）

商工費　6,801万円（1.5％） 労働費　18万円（0.1％）

災害復旧費　
1万円（0.1％） 議会費　

3,786万円（0.8％）

令和5年度 一般会計予算 45億1,200万円
一般会計歳出
《目的別》

  令和5年度の川上村一般会計及び各特別会計の予算は、3月17日の村議会定例会において原案どおり可決され、新年度が始ま
りました。
  一般会計予算は、前年度対比28.1％減の45億1,200万円、特別会計は、全6会計で前年度対比8.0％増の18億3,800
万円です。また、本年度から簡易水道会計と下水道会計が公営企業会計へと移行し、企業会計は全2会計で9億2,989万円です。
　一般会計予算は、「統合小学校建設事業（3億7,093万円）」が本格的にスタートしますが、千曲川左岸道路や新庁舎建設事業
が事業完了に向かっているため、事業費が縮小しており前年度と比較すると予算額が減少しています。今後も大型事業を予定して
いるため、財源の確保や建設目的のために積立てしてきた基金の活用を行い、世代間負担の差が大きくならないようにするとともに、
将来を見据えた健全な財政を維持していきます。
※ 公営企業会計移行とは、地方団体が公営企業（水道会計や下水道会計等）の経営基盤強化や財政マネジメントの向上等に的確に取り組むため民間企業と同

様の会計（複式簿記）を採用することです。

一般会計・特別会計事業内容
このような事業に予算が使われます

議会費　3,786万円
議会運営費（議員報酬、研修費ほか）

総務費　6億9,658万円
■新庁舎・交流防災センター建設
5月に開庁する新庁舎ですが、令和5年度は外構工事の
一部（駐車場整備）や、庁舎南側土地の購入等を行います。
（2,338万円）
■庁舎・中央公民館解体事業
新庁舎建設に伴い既存の役場庁舎の取壊しを行います。
（1億707万円）
■結婚活動支援事業
結婚祝金の交付や各種婚活イベント参加者への補助を行う
とともに、村としても独自の婚活イベントを開催します。
（425万円）

■その他　特別会計繰出（村営バス）、交通安全対策（カー
ブミラー設置、安全協会補助、チャイルドシート補助ほか）、
自治振興（街路灯設置補助、防犯対策他）、広報（ケーブ
ルテレビ、広報紙）、市町村地域交流、戸籍住民登録、
統計

民生費　6億5,735万円
■放課後児童クラブ
授業終了後、仕事などで保護者がいない家庭の児童を公
民館などで預かり、遊びを主とする活動を通じて、児童の育
成と保護者の就労を支援します。上地区、下地区で年間を
通して事業を行います。（1,008万円）
■子育て支援センター運営費
子どもを育てやすい子育て支援を推進します。（1,989万円）
■福祉医療費
子ども（高校生まで）・障がい者・ひとり親家庭等・妊産婦
の方で対象条件を満たす場合に、医療費に対して扶助を行
い、早期適切な受療と医療費の家計への負担軽減を図りま
す。（2,400万円）
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■その他　社会福祉協議会委託、特別会計繰出（国保、
介護、後期高齢）、障害者福祉、高齢者福祉、児童手当、
介護予防事業、地域包括支援センター運営、人権政策、
保育所運営、国民年金

衛生費　3億3,013万円
■予防接種事業
新型コロナウイルスワクチン接種、インフルエンザ予防接種
や幼児を対象としたヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン
等の接種事業を実施します。（2,140万円）
■出産・子育て応援事業
国の施策として、妊娠時から出産子育てまで一貫した支援を
行うため、妊婦一人当たり５万円、新生児一人当たり５万
円の補助を行います。（363万円）

■その他　ヘルススクリーニング等検診事業、妊婦新生児
一般健康診査補助、不妊治療補助、環境衛生組合負担金、
ゴミ処理委託、焼却施設管理運営、ヘルシーパーク中央
棟管理運営、鍼灸施術所管理運営、環境保全整備、新
エネルギー等導入助成事業、企業会計繰出（村営水道）

労働費　18万円

農林水産費　4億5,847万円
■農村地域防災減災事業
御所平地区の農業用水路などの農業インフラを整備するた
めの実施計画の策定業務を行います。（1,618万円）
■川端下地区灌水施設整備事業
川端下地区の老朽化した灌水施設を更新するために、工
事の設計・計画策定業務を行います。（306万円）
■森林経営管理制度森林整備事業
民有林の管理を希望する森林所有者の意向を調査し、要望
があった森林の間伐などの管理を行います。（1,425万円）
■村有林の整備
村内6箇所（約17ha）の村有林の整備を行います。
（1,154万円）
■有害鳥獣駆除事業
ニホンジカの計画的な保護管理により、生態系の長期にわ
たる安定的な維持と、農林業被害の軽減を図ります。
（550万円）

■その他　農業委員会（農業委員報酬ほか）、森の駅マル
シェかわかみ運営、農業経営基盤強化資金利子助成、野
菜生産安定対策（転作・価格差・緑肥奨励金）、企業会計
繰出（下水道事業）、村営牧場管理、国土調査、清浄野菜
安定供給対策（廃プラ、野菜生産販売戦略）、森林造成事
業、水源林分収造林受託管理、林業従事者住宅管理

■その他　商工会補助、山菜まつり事業委託、観光協会・
花火大会補助、廻り目平観光施設指定管理委託、登山
道整備、保健休養地管理業務（高登谷）、観光施設整備、
地域活性化創業事業

土木費　8億8,159万円
■千曲川左岸道路・大深山産業道路建設事業
本年度は、居倉から大深山横沢橋までの区間の舗装工事
が完了し、通行ができるようになります。その他の工区につ
いては引続き工事を行います。（2億4,260万円）
■ホイールローダー購入事業
豪雨や豪雪時の災害時等に活用するため、ホイールローダー
を購入し、道路環境維持の体制を強化します。（700万円）
■道路維持・修繕工事
各地区の要望から、村内各所の道路舗装工事や小規模な
修繕工事を行います。（1億7,600万円）

■その他　道路橋梁改良事業、道路維持修繕、除雪・
融雪剤散布業務委託、企業会計繰出（公共下水道）、公
営住宅管理

消防費　1億5,047万円
■消防団員報酬
従来、分団へ支給していた報酬を個人へ支給し、あわせて
報酬単価の見直しを行います。（1,020万円）

教育費　8億565万円
■統合小学校建設事業
校舎建設の工事のための実施設計を行います。また、建
設地の造成工事にも着手します。（3億7,093万円）
■高校生通学扶助
高校生の村営バス定期券及び回数券の料金を村内一律
の料金（御所平からの料金）として、通学扶助を行います。
（290万円）
■学校給食費無償化事業
物価高騰の影響を受けた子育て世帯を経済的に支援するた
め、小中学校の学校給食費を無償化します。（1,686万円）

予備費　2,800万円

公債費　3億9,770万円

災害復旧費　1万円

【令和5年度】一般会計予算

商工費　6,801万円
■モンベルフレンドエリア事業
村内の商工業者からモンベルフレンドショップ登録店を募集
し、モンベル会員の観光需要取り込みを狙います。また、

コラボ商品を作成し、村内店舗での販売も行います。
（78万円）
■地域活性化創業推進事業
新規事業の創設、開始に係る費用の一部を助成します。
（100万円）
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■村税　　　　6億5,138万円

■分担金及び負担金　
2,880万円（0.6％）

■地方譲与税　
1億3,430万円
（3.0％）

（2.8％）

■地方交付税
19億2,000万円（42.5％）

■県支出金　
1億4,314万円（3.2％）

■村債　
5億2,230万円
（11.6％）

■利子割交付金 39万円
■配当割交付金 350万円
■株式等譲渡所得割交付金 230万円
■地方消費税交付金 1億300万円
■法人事業税交付金 300万円
■ゴルフ場利用税交付金 530万円
■環境性能割交付金 770万円
■地方特例交付金 170万円
■交通安全対策特別交付金 60万円

村民税 2億2,650万円
固定資産税 3億3,788万円
軽自動車税 2,500万円
市町村たばこ税 2,100万円
　　　　　　　　 （14.5％）

自主財源　29.9％

依存財源　70.1％

■使用料及び手数料 
　　　　　　1,509万円
■財産収入　1,893万円
■寄付金　　　141万円
■繰入金 5億5,317万円
■繰越金      2,800万円
■諸収入金   5,308万円

（14.8％）

■国庫支出金　
3億1,491万円（7.0％）

一般会計歳入 45億1,200万円

■ 令和5年度一般会計・特別会計歳入歳出予算
会計名 令和5年度 令和4年度 増減額 前年対比

川上村一般会計 45億1,200万円 62億7,300万円 △17億6,100万円 △28.1％
川上村営バス事業特別会計 4,360万円 3,880万円 480万円 12.4％
川上村特別住宅特別会計 3,160万円 3,110万円 50万円 1.6％
川上村国民健康保険特別会計（事業勘定） 10億3,640万円 9億1,590万円 1億2,050万円 13.2％
川上村国民健康保険特別会計（診療施設勘定） 1億490万円 1億610万円 △120万円 △1.1％
川上村後期高齢者医療保険事業特別会計 5,750万円 5,770万円 △20万円 △0.3％
川上村介護保険事業特別会計 5億3,170万円 5億2,840万円 330万円 0.6％
川上村訪問看護事業特別会計 3,230万円 2,340万円 890万円 38.0％

特別会計　計 18億3,800万円 17億140万円 1億3,660万円 8.0％

　全会計　計 63億5,000万円 79億7,440万円 16億2,440万円 △20.4％

会計名 令和5年度

川上村簡易水道事業会計 2億4,634万円
川上村下水道事業会計 6億8,356万円

■ 企業会計予算
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【令和5年度】一般会計予算

令和5年度　主な補助金紹介
村民の方が利用できる補助金の一部を紹介します。

各種補助金を申請するには該当する条件等がある場合がありますので、各担当窓口へご相談ください。

■太陽光発電システム設置補助金
住宅用太陽光発電システムの設置に要した経費を補助します。
補助金額は、1キロワットあたり5万円に太陽電池の最大出力
を乗じた額で、上限20万円です。
■太陽熱高度熱利用システム設置補助金
熱エネルギーを使用する給湯・冷暖房のためのソーラーシステム
の設置に要した経費を補助します。
補助金額は、設置費用の1/5で1、上限10万円です。
■木質バイオマス熱利用システム設置補助金
ペレットやその他の木質燃料を使用するストーブ・ボイラーの機
器の設置に要した経費を補助します。
補助金額は、設置費用の1/2で、上限10万円です。
■生ごみ処理機購入費補助金
生ごみ処理機を購入した際の経費を補助します。
補助金額は、購入に要した経費の1/2で、上限5万円です。
■浄化槽設置補助金
条件を満たした合併浄化槽を設置に要した経費を補助します。
補助金額は、浄化槽の種類により異なりますが、最大で54万
円を補助します。
■秋季緑肥作物作付け奨励交付金
  （村内3農協所属以外の農業者）
秋に収穫を終えたほ場へ緑肥作物（えん麦、ライ麦、おとり大根）
を播種する生産者に奨励金を交付します。

お問い合わせ 産業建設課97‐2124

■チャイルドシート購入補助金
満6歳未満の子供をもつ保護者を対象にチャイルドシート（乳児
用シート、幼児用シート、学童用シート）の購入を補助します。
補助金額は、対象児一人につき1万円です。購入額が1万円
に満たないときは、購入額での補助になります。
■交通事故防止対策補助金
高齢運転者（満70歳以上）の交通事故を防止するために自動
車の急発進防止装置を取り付けるための費用を補助します。
補助金額は、取り付けにかかった経費の1/2で、上限は5万
円になります。
■特殊詐欺対策事業補助金
電話による特殊詐欺の被害を防止するために、特殊詐欺等
への対策機能がついた電話機等の購入にかかる費用を補助し
ます。
補助金額は対象機器の購入にかかった費用の1/2で、上限は
1万円になります。
■消防団員運転免許取得費補助金
消防団員が消防団車両を運転するための免許を取得するための
経費を補助します。
該当する免許は、ATの限定解除にかかる費用と、準中型運転
免許の取得にかかる費用です。
補助金額は、免許の取得にかかった経費の2/3で、上限は
10万円になります。

お問い合わせ 総務課97‐2122

■めぐりあい補助金
村在住の独身男女が結婚を目的とした出会いの場提供団体
（マッチングサイト等）への登録や婚活イベントへの参加にかか
る費用を補助します。
補助金額は、支払額の1/2で、上限は当年度1名あたり5千
円です。
ただし、長野県の運営する「なが
の結婚マッチングシステム」への登
録に限り全額補助となります。
■結婚祝金
若者の定住促進を図るために、婚
姻後に村に居住する意思のある夫
婦に対して結婚祝金を交付します。
額は、婚姻した夫婦一組につき
20万円です。
■地域活性化創業推進事業補助金
村内の事業者や住民が新規で行う事業の創業や拡大等の地域
の活性化につながる事業を支援します。事業は事前の審査が
必要ですが、最大で事業費の7/10、上限額100万円を補助
します。

お問い合わせ 企画課97‐2123

■県外定期予防接種費用補助金
乳幼児の定期の予防接種を県外医療機関で受けた場合に、
接種に要した費用（村の基準額の範囲内）を補助金として交付
します。
■妊婦新生児一般健康診査補助金
妊婦一般健康診査及び産婦健康診査、乳児一般健康診査を、
県外医療機関等で受診した場合に、受診に要した費用（村の
基準額の範囲内）を補助金として交付します。
■不妊治療補助金
保険診療適用外となる不妊治療を受けている夫婦の経済的負
担の軽減を図るため、不妊治療費に対し補助金（上限50万円）
を交付します。
■人間ドック等健康診査受診助成金
人間ドックの受診費用の一部を助成します。村と委託契約を結
ぶ医療機関（千曲病院、佐久病院、小海分院、笛吹中央病
院、八千穂クリニック）では、支払い時に助成額が引かれた金
額が請求額となります。その他の医療機関で受診した場合は、
保健福祉課へ申請書と健診結果を提出し、後日、助成金が支
払われます。助成額は年齢により異なりますので、詳しくは保健
福祉課または受診する医療機関にお問い合わせください。
■PET ／ CT検診補助金
PET ／ CT検診の受診費用の一部（2万円）を補助として交付
します。受診できるのは生涯に1回となります。

お問い合わせ 保険福祉課97‐3600

広報かわかみ NO.1625



　教育委員会では社会に貢献する人材を養成するため、経済的理由により
修学困難な者に対して、奨学金を貸与しています。

川上村奨学金のお知らせ

大学等／月額40,000円　高等学校等／月額30,000円
学校の正規の修学期間（他の奨学金との併用可能）
卒業後1年経過してから、貸与期間の2倍の期間内で返済してください。無利子で貸与します。

●貸 与 額：
●貸与期間：
●返済方法：

なお、貸与には条件がありますので、詳しくは教育委員会までお問い合わせください。TEL.97‐2600

川上村議会　●

3月
定例会
主な議案と内容

第
４
回
定
例
会

条
例
改
正

◎
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る

条
例

◎
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

◎
川
上
村
消
防
団
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務

等
に
関
す
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

◎
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
者
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

◎
川
上
村
情
報
連
絡
施
設
等
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

◎
川
上
村
に
お
け
る
部
落
差
別
撤
廃
と
あ
ら
ゆ
る

差
別
を
な
く
す
こ
と
を
め
ざ
す
条
例
の一部
を
改
正

す
る
条
例

◎
川
上
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の一部
を
改
正
す
る

条
例

◎
川
上
村
児
童
生
徒
就
学
相
談
委
員
会
条
例
の一部

を
改
正
す
る
条
例

◎
川
上
村
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る

条
例

◎
川
上
村
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

◎
川
上
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
変
更
に
つ

い
て

上
程
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
原
案
ど
お
り

承
認
・
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

予
算

◎
令
和
４
年
度
川
上
村一般
会
計
第
５
回
補
正
予
算

◎
令
和
４
年
度
川
上
村
営
バ
ス
事
業
特
別
会
計
第

１
回
補
正
予
算

◎
令
和
４
年
度
川
上
村
特
別
住
宅
特
別
会
計
第
１

回
補
正
予
算

◎
令
和
４
年
度
川
上
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

第
４
回
補
正
予
算

◎
令
和
４
年
度
川
上
村
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事

業
特
別
会
計
第
１
回
補
正
予
算

◎
令
和
４
年
度
川
上
村
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

第
２
回
補
正
予
算

◎
令
和
４
年
度
川
上
村
訪
問
看
護
事
業
特
別
会
計

第
２
回
補
正
予
算

◎
令
和
４
年
度
川
上
村
営
水
道
事
業
特
別
会
計
第

３
回
補
正
予
算

◎
令
和
４
年
度
川
上
村
下
水
道
事
業
特
別
会
計
第

２
回
補
正
予
算

◎
令
和
５
年
度
川
上
村一般
会
計
歳
入
歳
出
予
算

◎
令
和
５
年
度
川
上
村
営
バ
ス
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
予
算

◎
令
和
５
年
度
川
上
村
特
別
住
宅
特
別
会
計
歳
入

歳
出
予
算

◎
令
和
５
年
度
川
上
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
予
算

◎
令
和
５
年
度
川
上
村
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
予
算

◎
令
和
５
年
度
川
上
村
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
予
算

◎
令
和
５
年
度
川
上
村
訪
問
看
護
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
予
算

◎
令
和
５
年
度
川
上
村
簡
易
水
道
事
業
会
計
予
算

◎
令
和
５
年
度　
川
上
村
下
水
道
事
業
会
計
予
算

そ
の
他

◎
長
野
県
町
村
公
平
委
員
会
を
共
同
設
置
す
る
地

方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
規
約
の
変
更

◎
村
道
路
線
の
認
定

陳
情

◎
日
本
全
体
で
解
決
す
べ
き
問
題
と
し
て
、
普
天
間

基
地
周
辺
の
子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
空
・
水
・
土
の

安
全
保
障
を
求
め
る
陳
情（
継
続
審
査
）

◎
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
料
金
上
昇
に
対
す
る
直
接
的
な
負
担
軽

減
を
求
め
る
陳
情
書（
継
続
審
査
）

一
般
質
問

（
小
林
直
久
議
員
）

◎
千
曲
川
上
流
及
び
支
流
梓
川
の
河
川
整
備
に
つ
い
て

◎
２
０
２
４
年
問
題
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
が
、
村

は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
ど
の
様
に
受
け
止
め
て
い
る
か

（
由
井
秀
樹
議
員
）

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
鎮
静
化
後
の
友
好
都
市
と
の

交
流
と
山
菜
祭
り
に
つ
い
て

◎
川
上
村
総
合
計
画
（
２
０
２
３
～
２
０
２
７
）
の
策

定
に
つ
い
て

◎
急
な
災
害
が
発
生
し
た
時
の
通
学
路
に
お
け
る
、

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

（
大
西
た
ま
子
議
員
）

◎
診
療
所
医
師
派
遣
に
つ
い
て

◎
川
上
村
で
の
平
和
に
つ
い
て
の
政
策
に
つ
い
て

◎
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
居
場
所
と
し
て
の
住
宅
に
つ

い
て

◎
保
育
園
児
が
安
全
に
屋
外
活
動
が
で
き
る
環
境
整

備
に
つ
い
て

（
林
　
克
比
古
議
員
）

◎
道
路
建
設
・
橋
梁
修
復
工
事
時
の
村
内
道
路
安
全

対
策
に
つ
い
て

（
林
　
公
上
議
員
）

◎
き
め
細
や
か
な
教
育
指
導
充
実
の
た
め
教
員
増
と

教
員
人
材
確
保
の
た
め
の
各
種
支
援
に
つ
い
て

（
遠
藤
喜
幸
議
員
）

◎
後
継
者
の
結
婚
問
題
に
つ
い
て

◎
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

◎
児
童
・
生
徒
が
減
少
し
て
い
く
中
で
の
こ
の
先
の
学

校
の
統
合
に
つ
い
て
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川
上
村
議
会
鹿
児
島
・
熊
本
地
区

視
察
研
修
報
告

■
令
和
４
年
12
月
19
日（
月
）

〈
リ
バ
ー
バ
ン
ク
森
の
学
校
〉視
察

　

鹿
児
島
県
南
九
州
市
川
辺
町
の
旧
長
谷
小
学
校
の

跡
地
利
用
に
つ
い
て
見
学
す
る
と
こ
ろ
か
ら
研
修
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
学
校
は
、
明
治
18
年
に
創
立

し
平
成
２
年
に
廃
校
と
な
っ
た
以
降
、
地
域
住
民
や

民
間
企
業
の
協
力
に
よ
り
、
地
域
の
拠
り
所
と
し
て
イ

ベ
ン
ト
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
と
い
い

ま
す
。
川
上
村
も
小
学
校
統
合
後
に
は
、
一
小
、
二
小

の
校
舎
の
再
利
用
が
控
え
て
い
る
た
め
、
興
味
深
く
見

学
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
こ
こ
は
、
夏
の
野
外
イ
ベ
ン
ト
開
催
時

に
、
２
０
０
０
人
以
上
の
集
客
実
績
を
持
つ
有
名
な

地
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
更
な
る
利
用
拡
大
の

た
め
国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
等
を
活
用
し
、
木

造
校
舎
の
耐
震
化
と
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
工
事
を
実
施
。

２
０
１
８
年
に
一
般
社
団
法
人
リ
バ
ー
バ
ン
ク
に
よ
り

「
リ
バ
ー
バ
ン
ク
森
の
学
校
」と
し
て
宿
泊
型
自
然
体

験
施
設
の
オ
ー
プ
ン
に
至
り
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、〝
自
然
を
通
じ
た
遊
び
と
学
び
の
体

験
〟を
コ
ン
セ
プ
ト
に
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
、
パ
ッ
プ
ラ
フ
ト
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
、
ア

ウ
ト
ド
ア
料
理
教
室
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
な
ど
様
々
な

事
業
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
リ
バ
ー
バ
ン
ク
は
別
事
業
と
し
て
、
空
き
家
、

空
き
店
舗
利
活
用
事
業
も
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、

交
付
金
等
を
活
用
し
、
空
き
家
対
策
事
業
も
行
っ
て

い
る
と
の
こ
と
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

が
浸
透
し
、
移
住
促
進
の
た
め
支
援
金
を
出
す
自
治

体
も
増
加
傾
向
な
の
で
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
事
業
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
す
べ
て
の
自
治
体
の
共
通
項

で
あ
る
と
こ
ろ
の
採
算
性
と
持
続
可
能
性
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
リ
バ
ー
バ
ン
ク
も
同
様
の
危
機
感
は
持
っ
て

い
る
よ
う
で
し
た
が
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん

の
ア
イ
デ
ア
と
実
行
力
を
兼
ね
備
え
た
マ
ン
パ
ワ
ー
が

あ
れ
ば
持
続
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
と
期
待
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
リ
バ
ー
バ
ン
ク
は
成
功
し
た
事
業
で
あ

る
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
末
吉

氏
い
わ
く
、
ま
だ
ま
だ
成
功
事
例
と
は
言
え
ず
、
課

題
が
山
積
み
の
状
態
だ
か
、
皆
で
試
行
錯
誤
し
て
少
し

ず
つ
前
進
し
て
い
き
た
い
と
い
う
謙
虚
な
姿
勢
が
印
象

的
で
あ
り
ま
し
た
。

　

川
上
村
と
の
比
較
は
す
ぐ
に
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
跡

地
利
用
に
つ
い
て
は
地
域
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
重
要

で
あ
り
、
あ
る
程
度
長
期
的
な
検
討
が
必
要
と
思
わ

れ
ま
す
。
人
材
と
財
政
と
ア
イ
デ
ア
を
土
台
と
す
る
事

業
が
待
ち
構
え
て
い
る
現
実
を
改
め
て
認
識
す
る
視
察

と
な
り
ま
し
た
。

■
令
和
４
年
12
月
20
日（
火
）

〈
人
吉
被
災
地
域
防
災
講
話

 （
講
師
‥
立
山
ま
き
子
氏
）〉

　
バ
ス
で
の
移
動
中
、
鹿
児
島
県
か
ら
熊
本
県
に
入
る

と
山
間
の
線
路
が
さ
び
付
い
て
い
る
の
が
目
に
留
ま
り

ま
し
た
。
平
野
部
に
入
る
に
つ
れ
、
河
川
の
工
事
、
川

岸
の
崩
落
、
道
路
沿
い
の
廃
屋
と
水
害
の
跡
が
あ
ち
こ

ち
に
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
は
、
令
和
２
年
７
月
４
日

の
熊
本
県
人
吉
市
付
近
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
被
災
し

た
地
域
で
し
た
。
当
時
の
様
子
を
伺
う
た
め
防
災
講

話
を
実
施
し
て
い
る
立
山
商
店
と
い
う
老
舗
の
お
茶
屋

さ
ん
を
訪
問
し
ま
し
た
。
講
師
の
立
山
ま
き
子
氏
は
、

立
山
商
店
の
女
将
さ
ん
で
日
常
的
に
地
域
の
活
性
化

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
13

年
こ
ろ
か
ら
街
並
み
保
存
を
目
的
に
、
高
校
生
や
著

名
人
を
巻
き
込
ん
だ
地
域
活
性
化
の
企
画
や
試
み
に

積
極
的
に
活
動
し
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

更
に
は
、
地
域
の
高
齢
者
な
ど
災
害
弱
者
に
対
し

て
、
以
前
か
ら
民
生
委
員
の
他
に
一
人
に
対
し
て
二
人

を
受
け
持
つ
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
制
度
を
作
り
、
地
域
の
す

べ
て
の
災
害
弱
者
の
存
在
の
把
握
と
責
任
者
を
決
め
て

い
た
と
い
う
の
は
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま

し
た
。
こ
の
取
り
組
み
の
お
か
げ
で
、
災
害
時
は
、
地

域
住
民
の
連
携
に
よ
り
高
齢
者
等
の
避
難
が
ス
ム
ー

ズ
に
機
能
し
た
地
域
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
、
日

頃
の
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
付
き
合
い

が
い
ざ
と
い
う
時
に
と
て
も
大
事
に
な
っ
て
く
る
と
改

め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、SN

S

の

発
信
が
力
を
発
揮
し
、
多
く
の
人
が
状
況
を
共
有
し

　
川
上
村
議
会
は
、
令
和
４
年
12
月
19
日
か
ら
22
日
の
日
程
で
、
研
修
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
南
九
州
市
で
は
、
小
学
校
跡
地
の
利
活
用
事
例
で
あ
る
「
リ
バ
ー
バ
ン
ク
森
の
学
校
」

を
視
察
。
熊
本
県
人
吉
市
を
流
れ
る
球
磨
川
の
氾
濫
現
場
を
目
の
当
た
り
に
し
た
後
、
実
際

に
被
災
し
た
地
域
の
方
に
よ
る
防
災
講
話
や
大
規
模
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
栽
培
を
行
っ
て
い
る「
お

つ
つ
ぎ
農
園
」
の
視
察
等
々
、
川
上
村
を
取
り
巻
く
課
題
解
決
の
糸
口
に
な
る
よ
う
な
幅
広
く

有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

合
え
た
こ
と
は
か
な
り
有
益
だ
っ
た
と
語
っ
て
お
り
ま

し
た
。

　

被
災
後
、
防
災
セ
ン
タ
ー
が
機
能
し
始
め
る
の
に
１

週
間
を
要
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
や
割
り
振

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
保
険
等
の
手
続
き
が
遅
れ
た
と

い
う
点
は
、
大
き
な
反
省
点
で
あ
る
と
い
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
断
る

な
ど
各
所
で
混
乱
も
生
じ
た
そ
う
で
す
。
想
定
を
超
え

た
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
い
か
に
素
早
く
対
応
で
き
る
か
が

災
害
復
旧
へ
の
カ
ギ
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、講
話
の
中
で
、「
天
災
の
後
に
人
災
が
来
る
」

と
い
う
言
葉
に
は
、
強
い
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
を
語
っ
た
詐
欺
被
害
や
車
を
失
っ
た
こ
と

で
買
い
物
が
で
き
な
く
な
り
、
食
品
や
薬
が
手
に
入
ら

な
く
な
っ
た
方
が
大
勢
い
た
等
の
貴
重
な
体
験
談
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
災
害
か
ら
復
興
ま
で
の
道

の
り
に
人
々
は
、
日
々
ど
の
様
に
向
き
合
い
、
気
持
ち

を
保
ち
続
け
る
か
、
そ
の
た
め
に
は
日
頃
の
地
域
の
結

び
つ
き
が
大
切
で
あ
る
と
学
び
ま
し
た
。

　

未
だ
鉄
道
等
の
復
旧
も
望
め
ず
、
今
後
の
順
調
な

復
興
は
厳
し
い
と
心
配
さ
れ
る
人
吉
市
。
一
日
も
早
い

復
興
を
願
う
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

■
令
和
４
年
12
月
21
日（
水
）

〈
お
つ
づ
き
農
園
〉

　
な
だ
ら
か
な
山
裾
の
坂
道
の
両
側
に
は
、
大
型
の
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
い
く
つ
も
建
ち
並
び
、
こ
こ
は
ス
イ

カ
と
メ
ロ
ン
の
一
大
産
地
と
の
こ
と
で
し
た
。
我
々
は
、

熊
本
県
熊
本
市
植
木
町
に
あ
る
お
つ
つ
ぎ
農
園
を
視

察
し
、
緒お

つ
づ
き續
社
長
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。
熊
本
で
唯
一

小
松
菜
を
周
年
栽
培
す
る
先
進
的
な
専
業
農
家
で
あ

り
、
3.5
h
a
の
ハ
ウ
ス
栽
培
は
、
熊
本
一
を
誇
る
と
い

い
ま
す
。
以
前
は
ス
イ
カ
や
メ
ロ
ン
な
ど
も
栽
培
し
て

い
た
よ
う
で
し
た
が
回
転
率
の
よ
い
小
松
菜
に
変
え
た

そ
う
で
す
。
地
域
の
多
く
の
農
家
が
ス
イ
カ
と
メ
ロ
ン

を
生
産
し
て
い
る
中
で
、
小
松
菜
へ
の
転
作
は
勇
気
あ

る
挑
戦
だ
と
思
い
ま
し
た
。
で
き
る
事
な
ら
継
続
的
に

視
察
な
ど
し
て
、
安
定
し
た
産
地
の
中
で
新
し
い
試
み

を
す
る
姿
勢
を
見
た
い
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
化
学
肥
料
や
農
薬
の
量
を
熊
本
県
の

慣
行
レ
ベ
ル
の
半
分
以
下
に
抑
え
て
栽
培
し
、
野
菜
に

ス
ト
レ
ス
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
て
日
持
ち
の
良
い
小

松
菜
の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。
植
木
町

は
、
阿
蘇
山
の
噴
火
に
よ
る
黒
ボ
ク
土
で
、
燐
酸
吸

収
係
数
が
低
い
た
め
、
私
た
ち
の
八
ヶ
岳
山
系
と
類
似

し
て
お
り
、小
松
菜
な
の
で
さ
ほ
ど
燐
酸
は
必
要
な
く
、

肥
料
費
の
支
出
を
抑
え
ら
れ
、
経
費
は
売
り
上
げ
の

１
％
程
度
と
聞
き
驚
き
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
冬

場
で
も
無
加
温
な
の
で
、
燃
料
経
費
は
７
～
８
％
程

度
、
地
下
水
も
豊
富
で
４
～
５
軒
の
農
家
で
共
同
し

て
ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
い
、
灌
水
に
使
用
し
て
い
る
ハ
ウ

ス
も
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

渡
邉
光
　
遠
藤
喜
幸
　
由
井
基
治
　
由
井
元
成
　

由
井
秀
樹
　
大
西
た
ま
子
　
小
林
直
久
　

林
公
上
　
中
嶋
知
明
　
林
克
比
古
　
篠
原
正
和
　

小
林
達
樹

　

従
業
員
に
関
し
て
は
、
地
元
の
主
婦
や
学
生
が
メ
イ

ン
で
あ
り
、
そ
の
方
た
ち
の
都
合
に
合
わ
せ
た
フ
レ
ッ

ク
ス
制
を
導
入
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
こ
う
し
た
取
り

組
み
に
氏
の
思
い
や
り
が
見
受
け
ら
れ
、
長
期
間
の
雇

用
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

時
代
の
流
れ
と
人
々
の
ニ
ー
ズ
で
、
農
業
の
形
が
絶

え
ず
変
化
し
て
い
く
中
で
、
先
を
見
据
え
て
何
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
か
、
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
受
け
止
め
て
い

く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
私
た
ち
と
作

目
、
作
業
期
間
、
栽
培
方
法
、
労
働
力
な
ど
全
て
に

お
い
て
共
通
点
が
少
な
い
で
す
が
、
置
か
れ
た
環
境
や

直
面
す
る
課
題
に
真
っ
向
か
ら
向
き
合
い
、
解
決
す
る

緒
續
社
長
の
決
断
力
、
ア
イ
デ
ア
、
実
行
力
な
ど
は
、

現
在
我
々
が
直
面
し
て
い
る
マ
ル
チ
、
肥
料
他
資
材
の

高
騰
、
外
国
人
労
働
力
の
確
保
、
単
価
安
を
出
荷
量

で
補
う
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
等
の
解
決
に
何
ら
か
の
ヒ
ン

ト
を
与
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
感
じ
つ
つ
農
園

を
後
に
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
に
あ
た
り
、
お
忙
し
い
中
を
丁
寧
に
ご

対
応
い
た
だ
い
た
各
施
設
の
皆
様
に
心
か
ら
御
礼
を
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
研
修
で
得
た
こ
と
を
こ
れ
か
ら

の
川
上
村
の
発
展
の
た
め
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
を
肝

に
命
じ
な
が
ら
研
修
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

参
加
者
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　近年、高齢運転者のブレーキ踏み間違いによる交通事故が多発しています。村では高齢運転者の交
通事故防止及び被害を軽減するため、後付けで急発進防止装置を取り付けた方を対象に、費用の一
部を補助しております。

自動車急発進防止装置取付費補助金について

～命を守るために、ヘルメットを着用しましょう～

① 村内に住所を有し、申請年度において満70歳以上であること。
② 自ら使用する目的で自動車へ急発進防止装置を取り付けること。
③ 有効な運転免許証を所持していること。
④ 取付業者に依頼して、自動車に急発進防止装置を取り付けること。

① 自家用かつ乗用又は貨物の用途で使用する普通自動車、小型自動車、軽自動車。
② 車検証の所有者又は使用者の名義が申請者であること。
③ 使用の本拠の位置が村内であること。

補助金の対象となる経費は、申請時において所有又は使用している自動車への急発進防止装置の購入及び
その取り付けに要した費用です。

自転車乗車時のヘルメット着用努力義務化！！

※外国人技能実習生や農業アルバイトの雇用主の方は、自転車を利用させる際に、乗車用ヘルメ
ットをかぶるよう指導をお願い致します。

※交付申請等の様式は、村ホームページをご覧いただくか、総務課行政住民係までお問合せください。

　令和5年（2023年）4月1日から、道路交通法の一部改正により、自転車乗用時の
ヘルメット着用が努力義務化になりました。

自転車の運転者は、乗車用ヘルメットをかぶるよう努めなければならない。
自転車の運転者は、他人を当該自転車に乗車させるときは、当該他人に乗車用ヘルメッ
トをかぶらせるよう努めなければならない。
児童又は幼児を保護する責任のある者は、児童又は幼児が自転車を運転するときは、当
該児童又は幼児に乗車用ヘルメットをかぶらせるよう努めなければならない。

1.
2.

3.

（自転車の運転者等の遵守事項）

道路交通法第63条の11

◆対象となる方

◆対象となる自動車

◆補助対象経費

補助対象経費の2分の1の額。上限5万円。 ※補助金の交付回数は、補助対象者1人につき1回です。
◆補助額

川上村のコロナ禍を振り返る川上村のコロナ禍を振り返る
　令和2年1月に国内で最初の確認がされ、世界中で猛威を振るっている新型コロナウイルス感染症。令和3年4月から村内でもワクチン接種が
はじまり、事態が終息するかに思えましたが・・・。新型コロナは変異を続け、私たちに何度も襲いかかりました。楽しみにしていたイベントが急
遽中止、そんなつらい日 を々過ごしました。ただ、そんな中でも私たちはあらゆる角度から対策を講じ、協議をすすめ、私たちの生活や伝統、
文化を守ってきました。
　そして今年の3月、私たちは今まで顔を隠していたマスク着用が自己判断に委ねられました。変わりつつあるコロナ禍の“日常”。束の間かもし
れませんが、それでも私たちはその日常を喜び、感謝し、そしてこれまでの脅威を教訓にこの先、生活していきます。

4回目の緊急事態宣言（東京都）【第5波】
東京五輪、無観客開催
4府県で“宣言”追加。5道府県でまん延防止
8道県で“宣言”追加。4県でまん延防止
緊急事態宣言の解除

7月12日
7月23日
8月2日
8月7日
9月30日

川上村夏まつり中止を発表7月16日
7月▶9月
【令和3年】

新型コロナワクチン2回接種 国内で70％を超える
世界の死者数が500万人を超える
WHO、新変異ウイルス『オミクロン株』を懸念される変異株に指定
オミクロン株感染者 国内で初確認
新型コロナワクチン3回目接種、医療従事者対象で国内開始

10月26日
11月1日
11月26日
11月30日
12月1日

コロナ臨時交付金を活用し、
川上村プレミアム付き商品券販売
コロナ終息を願って、川上花火大会開催

10月18日

12月3日
10月▶12月
【令和3年】

まん延防止、16都県に拡大【第6波】
まん延防止、34都府県に拡大
まん延防止、18都道府県で延長
まん延防止、すべての地域で解除

1月21日
1月27日
3月7日
3月22日

消防出初式、2年ぶりに実施
県のまん延防止を受け、村では
以下の対応を実施（～2/20まで）
・村内飲食店の営業時間短縮を要望
・保育園は自由登園、中学校は部活動原則禁止
・ヘルシーパーク施設利用は村民限定
村内感染拡大を受け、村内施設の
利用休止、閉館（～2/14まで）
公民館まつり中止を発表
山菜まつり中止を発表

1月5日
1月27日

2月1日

2月10日
3月29日

1月▶3月
【令和4年】

3年ぶりに制限なしの大型連休。人の移動は感染拡大前の8割
コロナ対処方針変更“屋外で会話ほぼない場合マスク必要なし”
オミクロン株系統『BA.5』、国内で初確認
外国人観光客の受け入れ、ツアー客限定で2年ぶりに再開
【第7波】突入。
従来と比べ重症患者数の発症は少ないが陽性者急拡大。
新型コロナワクチン4回目接種、医療従事者対象で国内開始

5月2日
5月23日
5月24日
6月10日
7月1日

7月22日

川上村消防団入退団式、2年ぶりに開催
（例年規模は3年ぶり）
川上村消防操法大会、中止
秋山地区御柱祭、コロナ禍のなか
感染症対策を講じて実施
居倉地区御柱祭、コロナ禍のなか
感染症対策を講じて実施

4月1日

4月28日
4月30日

5月3日

4月▶7月
【令和4年】

全国で一日の新規陽性者数過去最多26万1004人
長野県、『BA.5対策強化宣言』を発出（～9/2）
オミクロン株対応のコロナワクチン接種はじまる
新型コロナ陽性者の全数把握簡略化、全国一律で開始
BA.5対応のコロナワクチン接種はじまる
長野県、独自の感染警戒レベルの基準を見直す
【第8波】突入。徐々に感染が拡大。
長野県、一日の新規陽性者数過去最多4328人（R5.4.1現在）

8月19日
8月24日
9月20日
9月26日
10月14日
10月28日
11月初旬
11月23日

川上村夏まつり、3年ぶりに開催
村内で感染拡大。県の方針により、
施設の休止・閉館などの対応はせず、
注意喚起を徹底。

8月14日
11月～

新型コロナ『2類から5類』への移行、5/8から開始すると決定
※2類：感染時、重症化などの危険性が高い感染症
 （結核、SARSなど）
※5類：感染力や重症化など総合的に危険性が低い感染症
 （季節性インフルエンザ、風疹など）
政府、マスクの着用を個人の判断に委ねる

1月27日

3月13日

消防出初式実施
公民館まつり、3年ぶりに開催
（例年規模は4年ぶり）
山菜まつり開催を発表

1月5日
3月9日

3月6日

1月▶3月
【令和5年】

Withコロナの時代。ここ数年で私たちの生活は大きく変化しました。
こんな時代があったと、マスク無しで振り返られる時がくることを願って、これまでの出来事を記します。

8月▶12月
【令和4年】

主
な
出
来
事

村
内
の
出
来
事

令和3年後半～令和4年度

●新型コロナウイルスに関する主な動き●

～コロナ終息を願い、村民と共にこの時代を乗り越える～

令和2年～
令和3年前半は
広報誌

No.155号に掲載！
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　近年、高齢運転者のブレーキ踏み間違いによる交通事故が多発しています。村では高齢運転者の交
通事故防止及び被害を軽減するため、後付けで急発進防止装置を取り付けた方を対象に、費用の一
部を補助しております。

自動車急発進防止装置取付費補助金について

～命を守るために、ヘルメットを着用しましょう～

① 村内に住所を有し、申請年度において満70歳以上であること。
② 自ら使用する目的で自動車へ急発進防止装置を取り付けること。
③ 有効な運転免許証を所持していること。
④ 取付業者に依頼して、自動車に急発進防止装置を取り付けること。

① 自家用かつ乗用又は貨物の用途で使用する普通自動車、小型自動車、軽自動車。
② 車検証の所有者又は使用者の名義が申請者であること。
③ 使用の本拠の位置が村内であること。

補助金の対象となる経費は、申請時において所有又は使用している自動車への急発進防止装置の購入及び
その取り付けに要した費用です。

自転車乗車時のヘルメット着用努力義務化！！

※外国人技能実習生や農業アルバイトの雇用主の方は、自転車を利用させる際に、乗車用ヘルメ
ットをかぶるよう指導をお願い致します。

※交付申請等の様式は、村ホームページをご覧いただくか、総務課行政住民係までお問合せください。

　令和5年（2023年）4月1日から、道路交通法の一部改正により、自転車乗用時の
ヘルメット着用が努力義務化になりました。

自転車の運転者は、乗車用ヘルメットをかぶるよう努めなければならない。
自転車の運転者は、他人を当該自転車に乗車させるときは、当該他人に乗車用ヘルメッ
トをかぶらせるよう努めなければならない。
児童又は幼児を保護する責任のある者は、児童又は幼児が自転車を運転するときは、当
該児童又は幼児に乗車用ヘルメットをかぶらせるよう努めなければならない。

1.
2.

3.

（自転車の運転者等の遵守事項）

道路交通法第63条の11

◆対象となる方

◆対象となる自動車

◆補助対象経費

補助対象経費の2分の1の額。上限5万円。 ※補助金の交付回数は、補助対象者1人につき1回です。
◆補助額

広報かわかみ NO.1629



大会議室

中会議室

小会議室

5月8日から、役場へ
お越しの際には新

庁舎専用駐車場をご
利用ください。また、

施設のご利用方法に
つきましては役場総

務課（97‐2122）まで
ご連絡ください。

役
場
新
庁
舎・交
流
防
災

セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
‼

　
令
和
３
年
度
か
ら
建
設
工
事
を
進
め
て
き
た
役
場
新
庁
舎
及
び
交
流
防
災
セ
ン
タ
ー
が

完
成
し
ま
し
た
。
令
和
５
年
５
月
８
日（
月
）か
ら
新
し
い
庁
舎
で
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
向
上
さ
せ
、
村
民
の

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
愛
着
が
も
て
る
安
心
・
安
全
の
拠
り
所
と
な
る
庁
舎
を
目
指
し
ま
す
。

【議場】
川上村産カラマツをふんだんに使用し、天井は
源流の郷らしく水流をイメージしたデザインと
なっています。

【大会議室】
レタスをモチーフとした斬新なデザインで音響
設備と大型鏡を設置しています。ダンスなど
のアクティブな活動にもご利用ください。

【エントランス】
玄関を入って東側が行政ス
ペース、西側が多目的利用が
できる交流防災センターと
なっています。

【多目的スペース】
ガラスパーテーションを使用した開放感のある
スペースです。また、部屋の2分割化も可能
で多様々な用途でご利用できます。
なお、村では選挙の期日前投票所やヘルスス
クリーニング会場等を予定しています。

【展示スペース】
油井亀美也宇宙飛行士をは
じめとした、村内出身の著
名人や交流市町村に関する
展示スペース。

【事務室】
誰もが使いやすい窓口と
するため、L字型のローカ
ウンターを設置しました。

　令和5年4月12日（水）落成式を開催いたし
ました。
　式典には、川上村にゆかりのある来賓の方々
を招き執り行いました。

1F
2F

お知らせ

愛着がもてる、
みんなの村役場へ

落成式

建物配置図

【宙テラス】
宙（そら）テラスの様子。

落成式

油井亀美也宇宙飛行士　お祝いメッセージ

内覧会
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大会議室

中会議室

小会議室

5月8日から、役場へ
お越しの際には新

庁舎専用駐車場をご
利用ください。また、

施設のご利用方法に
つきましては役場総

務課（97‐2122）まで
ご連絡ください。

役
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。
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【議場】
川上村産カラマツをふんだんに使用し、天井は
源流の郷らしく水流をイメージしたデザインと
なっています。

【大会議室】
レタスをモチーフとした斬新なデザインで音響
設備と大型鏡を設置しています。ダンスなど
のアクティブな活動にもご利用ください。

【エントランス】
玄関を入って東側が行政ス
ペース、西側が多目的利用が
できる交流防災センターと
なっています。

【多目的スペース】
ガラスパーテーションを使用した開放感のある
スペースです。また、部屋の2分割化も可能
で多様々な用途でご利用できます。
なお、村では選挙の期日前投票所やヘルスス
クリーニング会場等を予定しています。

【展示スペース】
油井亀美也宇宙飛行士をは
じめとした、村内出身の著
名人や交流市町村に関する
展示スペース。

【事務室】
誰もが使いやすい窓口と
するため、L字型のローカ
ウンターを設置しました。

　令和5年4月12日（水）落成式を開催いたし
ました。
　式典には、川上村にゆかりのある来賓の方々
を招き執り行いました。

1F
2F

お知らせ

愛着がもてる、
みんなの村役場へ

落成式

建物配置図

【宙テラス】
宙（そら）テラスの様子。

落成式

油井亀美也宇宙飛行士　お祝いメッセージ

内覧会
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（　　　　　　　  ）
フレイル予

防

4回シリーズ

第4回目
　今回は、川上村のフレイルチェックの監修をしていただいている、東京
大学社会総合研究機構の神谷哲郎先生にフレイルチェックの目的をお話し
いただきました。

これからの高齢化社会の課題は何でしょうか？

現在日本には100歳以上の方が約8.6万人、そして30年後には70万人になるといわれています。
少子高齢化、核家族化が進む現在、皆さんは100歳までをどう健康で過ごすか考えていますか？ 何
かに取り組んでいますか？ 多くの方がこれらの現状を自分事として考えていないことは問題です、ま
た認知症もこれから大きな課題となっていきます。これからの高齢社会を乗り切る主人公は誰でしょ
うか？ それは皆さん自身ですので「自分の健康は自分で守る」心構えが重要となります。

神谷

Q

それはフレイルチェックとどのような関係があるのでしょうか？

フレイル予防は人生100歳時代を健康で生き抜く大きな目玉です。各地区公民館で年1回ずつ行わ
れているフレイルチェックは自分の健康度を知る良い指標です。フレイルチェックは健康状態を青シー
ル・赤シールを使って自分で確認していきますが、自分の状態に自
身で気づける身近なチェック方法であることが他の健診とは違うと
ころです。そして赤シールがついた部分はその後のご自身の取り
組みで青シールにに戻すことが出来ます。

神谷

Q

フレイルチェックはどのくらいの間隔で行えばいいのですか？

年1～2回受けていただくのがいいでしょう。皆さん、これからも
可能な限り健康を維持し、ずっと自分の地域で暮らせる心と体を
作っていきましょう。

神谷

Q

一年間の活動を終えたフレイルポーターさんからの感想です

お年寄りと話す
機会が増えて

自分のためになった

若い人も
サポーターになって
もらいたいなー

サポーターにならなかったら、
同じサポーターの人と

知り合うことができなかった、
仲間作りができてよかった。

お誘いの言葉がけが難しい
（特に男の人）、でもこれからも
頑張って声掛けしていきたい

一年間参加して
とても勉強になった

自分自身の
社会参加になって
よかった

フレイルサポーターが
もっと増えたらいいなー

自分たちが
まず楽しむこと！

川上村
フレイルサポーターの皆さん

（納付書イメージ）

　村では、全ての妊婦・子育て世帯の方が安心して出産・子育てできるよう相談支援と経済的支援を一体的
に実施する「出産・子育て応援給付金事業」を開始しました。
　この事業では、妊娠届を提出された方に5万円、出生届を提出された方お子さん
一人につき5万円を支給します。
　この出産・子育て応援給付金事業は、令和4年4月1日から令和5年3月31日ま
でに妊娠届、出生届を提出された方も支給の対象となります。現在、該当される方
へ給付金に関する通知をお送りしています。通知の届いた方はお早めに保健福祉課
までに申請書類の提出をお願いします。

川上村出産・子育て応援給付金事業の開始について

川上村国民健康保険出産育児一時金の増額について

問い合わせ 保健福祉課保健係  TEL.97‐3600

　川上村が発行する納付書に「地方税統一QRコード」が印刷されます。そのQRコードを利用することで、
納付書裏面に記載されている金融機関に加え、全国の地方税統一QRコード対応金融機関で納付できます。
　また、スマートフォンやパソコンを使って「地方税お支払サイト」で、利用可能となる納付方法が拡充してい
ますのでご活用ください。

川上村でも令和5年4月から地方税の納付方法を拡充します

●個人住民税
●固定資産税
●軽自動車税（種別割）
●国民健康保険税

対象税目

●金融機関をご利用の場合は、納期限までに、直接窓口へお持ちいただきお支払いください。
●地方税お支払サイトをご利用の場合は、地方税統一QRコード付きの納付書を手元に用意し、アクセスして
ください。各種スマホアプリの場合は、アプリを起動し、直接QRコードを読み取ってお支払いください。
対応のスマホアプリは地方税お支払サイトで随時掲載されますのでご確認ください。

納付書の利用方法

全国の地方税統一QRコード対応金融機関の一覧表はeLTAXのホームページから確認できます。
対応金融機関の利用可能チャネルには「窓口（QR）」と記載されます。

全国の地方税統一QRコード対応金融機関

●クレジットカード払い
　（※別途手数料がかかります）

●インターネットバンキング
●各種スマホ決済アプリ

利用可能な支払方法
（地方税お支払サイトを利用）

地方税お支払いサイトはこちらから▶

eLTAXのホームページはこちらから▶

　川上村国民健康保険の被保険者が出産された際に1児につき42万円（産科医療補償制度未加入の場合は
40.8万円）支給されていた出産育児一時金が、令和5年4月以降の出産から支給額が1児につき50万円（産
科医療補償制度未加入の場合は48.8万円）に増額になります。

問い合わせ先 総務課税務係  TEL.97‐2122
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（納付書イメージ）

　村では、全ての妊婦・子育て世帯の方が安心して出産・子育てできるよう相談支援と経済的支援を一体的
に実施する「出産・子育て応援給付金事業」を開始しました。
　この事業では、妊娠届を提出された方に5万円、出生届を提出された方お子さん
一人につき5万円を支給します。
　この出産・子育て応援給付金事業は、令和4年4月1日から令和5年3月31日ま
でに妊娠届、出生届を提出された方も支給の対象となります。現在、該当される方
へ給付金に関する通知をお送りしています。通知の届いた方はお早めに保健福祉課
までに申請書類の提出をお願いします。

川上村出産・子育て応援給付金事業の開始について

川上村国民健康保険出産育児一時金の増額について

問い合わせ 保健福祉課保健係  TEL.97‐3600

　川上村が発行する納付書に「地方税統一QRコード」が印刷されます。そのQRコードを利用することで、
納付書裏面に記載されている金融機関に加え、全国の地方税統一QRコード対応金融機関で納付できます。
　また、スマートフォンやパソコンを使って「地方税お支払サイト」で、利用可能となる納付方法が拡充してい
ますのでご活用ください。

川上村でも令和5年4月から地方税の納付方法を拡充します

●個人住民税
●固定資産税
●軽自動車税（種別割）
●国民健康保険税

対象税目

●金融機関をご利用の場合は、納期限までに、直接窓口へお持ちいただきお支払いください。
●地方税お支払サイトをご利用の場合は、地方税統一QRコード付きの納付書を手元に用意し、アクセスして
ください。各種スマホアプリの場合は、アプリを起動し、直接QRコードを読み取ってお支払いください。
対応のスマホアプリは地方税お支払サイトで随時掲載されますのでご確認ください。

納付書の利用方法

全国の地方税統一QRコード対応金融機関の一覧表はeLTAXのホームページから確認できます。
対応金融機関の利用可能チャネルには「窓口（QR）」と記載されます。

全国の地方税統一QRコード対応金融機関

●クレジットカード払い
　（※別途手数料がかかります）

●インターネットバンキング
●各種スマホ決済アプリ

利用可能な支払方法
（地方税お支払サイトを利用）

地方税お支払いサイトはこちらから▶

eLTAXのホームページはこちらから▶

　川上村国民健康保険の被保険者が出産された際に1児につき42万円（産科医療補償制度未加入の場合は
40.8万円）支給されていた出産育児一時金が、令和5年4月以降の出産から支給額が1児につき50万円（産
科医療補償制度未加入の場合は48.8万円）に増額になります。

問い合わせ先 総務課税務係  TEL.97‐2122
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【現行】軽減判定所得
7割軽減基準額＝基礎控除額（43万円）
5割軽減基準額＝基礎控除額（43万円）
　　　　　　　　+ 28.5万円 ×（被保険者数＊）
2割軽減基準額＝基礎控除額（43万円）
　　　　　　　　+ 52万円 ×（被保険者数＊）

【改正後】軽減判定所得
7割軽減基準額＝基礎控除額（43万円）
5割軽減基準額＝基礎控除額（43万円）
　　　　　　　　+ 29万円 ×（被保険者数＊）
2割軽減基準額＝基礎控除額（43万円）
　　　　　　　　+ 53.5万円 ×（被保険者数＊）

7割
軽減

5割 2割 応益分（約50％）

応能分（約50％）

軽減判定所得の変更

基礎課税額：65万円
後期高齢者支援金等課税額：20万円
介護納付金課税額：17万円

中間所得層の被保険者の負担に
配慮した国民健康保険税の変更

保険税額

所得額 所得額

保険税額

① ②

＊被保険者数には、同じ世帯の中で国民健康保険の被保険者から後期高齢者医療の被保険者に移行した者を含みます。

Ⅰ 課税限度額の変更
現行 改正後【現行】課税限度額  102万円

7割
軽減

5割 2割

基礎課税額：65万円
後期高齢者支援金等課税額：22万円
介護納付金課税額：17万円

【改正後】課税限度額  104万円

① 5割軽減の対象となる世帯の軽減判定所得の算定において
被保険者等の数に乗ずべき金額を29万円（現行：28.5万
円）に引き上げ。

② 2割軽減の対象となる世帯の軽減判定所得の算定において
被保険者等の数に乗ずべき金額を53.5万円（現行：52万
円）に引き上げ。

制度の内容

国民健康保険税の課税限度額及び
低所得者に係る軽減判定所得の変更について

下記の2点が変更になります

Ⅰ  国民健康保険税の課税限度額の引き上げ。（102万円⇒104万円）

Ⅱ  国民健康保険税の減額の対象となる所得基準の引き上げ。

　令和5年度国民健康保険税の納税通知書は例年通り7月中旬ごろに発送する予定です。雇い主
の方は、実習生の納め忘れがないようご配慮をお願いします。
　また国民健康保険税は、川上村に滞在する期間によって税額が変わりますので、転出する際は
役場窓口までお越しいただき、転出の手続きを忘れずにお願いします。

税務係からのお願い

　令和8年4月開校を目指している統合小学校建設事業の進捗状況について、ご報告いたします。
　基本設計を進めてきたこの一年間で、開発許可や建設予定地の廃川処理など、関係機関と調整を進め
てきたところですが、現在、国や県の諸般の事情から、当初のスケジュールから遅れが生じている状況です。
このため、開校までのスケジュールを、再度、調整する必要が出てきました。また、現在の世界情勢の下、
すべての物価が高騰し、建設資材や原材料費等も予定以上に大幅に増加しており、今後の健全な財政維
持に向けては、再度、財源確保の検討を進める必要が生じています。
　以上のことから、川上村では、統合小学校の開校を1年延期し、令和9年4月の開校を目指すこととし
ました。なお、開校の予定は１年延期となりますが、引き続き基本設計に基づき、事業を推進してまいりま
すので、村民の皆様におかれましては、統合小学校で学ぶ川上村の子どもたちのために、ご理解・ご協力
を賜りますようお願いします。

川上村統合小学校の開校延期について

川上村教育委員会
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　令和8年4月開校を目指している統合小学校建設事業の進捗状況について、ご報告いたします。
　基本設計を進めてきたこの一年間で、開発許可や建設予定地の廃川処理など、関係機関と調整を進め
てきたところですが、現在、国や県の諸般の事情から、当初のスケジュールから遅れが生じている状況です。
このため、開校までのスケジュールを、再度、調整する必要が出てきました。また、現在の世界情勢の下、
すべての物価が高騰し、建設資材や原材料費等も予定以上に大幅に増加しており、今後の健全な財政維
持に向けては、再度、財源確保の検討を進める必要が生じています。
　以上のことから、川上村では、統合小学校の開校を1年延期し、令和9年4月の開校を目指すこととし
ました。なお、開校の予定は１年延期となりますが、引き続き基本設計に基づき、事業を推進してまいりま
すので、村民の皆様におかれましては、統合小学校で学ぶ川上村の子どもたちのために、ご理解・ご協力
を賜りますようお願いします。

川上村統合小学校の開校延期について

川上村教育委員会

令和5年度 学校職員体制
川上第一小学校 川上第二小学校 川上中学校

職　名　等 氏　名 職　名　等 氏　名 職　名　等 氏　名

校長 後藤　卓己 校長 田中　覚 校長 金井　勝久

教頭 山下　博 教頭 細川　賢 教頭 後町　智史

1学年 石井　加恵 1学年 荒井　陽花 教務主任 春原　雅哉

2学年 新海　留美 2学年 櫻井　一誓 1学年主任 阿部　千浩

3学年 山田　大輝 3学年 武田　諒祐 1学年担任 由井　大陽

4学年 酒井　雄一 4学年 駒澤　信二 1学年担任 宮下　侑樹

5学年 山崎　航 5学年 櫻井　勝 1学年担任／清流教室担任 須田　理恵

6学年 井澤　進一 6学年 川前　大樹 2学年主任 矢ケ崎　和道

うぐいす学級 南澤　なつみ にこにこ教室 井上　駿 2学年担任 武井　聖圭

音楽専科 沼野　友希 音楽専科 小宮山　絹代 2学年担任 柳沢　大智

理科専科 滝口　亮汰 少人数指導 油井　文子 2学年担任／高原教室担任 鷹野　翔

保健室 鈴木　晶子 保健室 土屋　由貴 3学年主任／ 3学年担任 宮嶋　雪

事務職員 高野尾　恭子 事務職員 亀田　浩史 3学年担任 三宅　康太

高学年体育専科 三ツ石　理乃 特別支援教育支援員 遠藤　琴音 3学年担任 臼田　汐音

庁務員 菊池　玉枝 庁務員 林　由美子 兼任（美術） 武井　美香

特別支援教育支援員 林　美穂 初任研コーディネーター 小須田　守 初任研指導 関　武登

特別支援教育支援員 増田　由美子 ALT 由井　恵理

三校図書館 古原　夕子 保健室 津金　美紀

初任研コーディネーター 小須田　守 事務職員 髙見澤　満昭

育休 近藤　哲 栄養職員／共同調理場 髙橋　紗也加

庁務員兼給食従事員 由井　隆之

特別支援教育支援員 杉山　京子

特別支援教育支援員 今井　由香里

20名 16名 23名

令和5年4月1日現在
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秋山婦人会 
道路河川愛護活動知事表彰を受賞

　佐久建設事務所で贈呈されたこの知事表彰
は、長年にわたり道路や河川の愛護に努め、
その実績が顕著な団体に贈られるもので、村
内では昨年の居倉若妻会に続き、今回は、秋
山婦人会が、その活躍に対し表彰されることと
なりました。
　秋山婦人会の代表として参加した、林恵美
さんと林希依子さんは、「皆さんに見ていただ
いて、キレイと言っていただくことが活動の励
みになった」と、受賞を喜んでいました。

フォークリフトの運転には資格が必要です
　南佐久地域内の農家敷地及び会社倉庫等において、フォークリフトの無資格運転による労働災害
が多く発生しています。
　フォークリフトの運転には、労働安全衛生法に基づく資格が必要です。
　使用するフォークリフトの最大荷重に合わせた資格取得者による運転をお願いします。

小諸労働基準監督署からのお願い

問い合わせ先 小諸労働基準監督署 TEL：0267‐22‐1760

　労働安全衛生法により、最大荷重が1トン以上の
フォークリフトの運転の業務には技能講習、1トン未満
のフォークリフトの運転の業務には特別教育の修了が
必要となります。

　フォークリフトの無資格運転については、労働安全
衛生法において、6月以下の懲役又は50万円以下の
罰金の刑が定められています。
　労働基準監督官には警察権限があり、無資格運転に
よる重大な労働災害が発生した場合や指導に従わない
場合等については、送検手続きを行います。
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※バーコードが印字されない納付書（30万円を超える金額の納付書等）については、
　ご利用いただけません。
※各決済アプリの使用方法等につていは、ご利用の決済事業者様にお問い合わせください。

　国民年金保険料について、令和5年2月20日から現金、口座振替、クレジットカード、Pay-easy
等による納付に加え、新たにスマートフォンアプリを使用した電子（キャッシュレス）決済での納付が
利用できるようになりました。

　次のとおり、組合名称の変更が決定されましたのでお知らせします。

1. 新名称

2. 変更日

3. 趣　旨

小諸年金事務所

①決済アプリをダウンロード
②氏名・生年月日等を登録

③納付書に記載されている
　バーコードを読み取る

④決済内容を確認
⑤パスワード入力

ご利用に
必要な
もの

年金事務所からのお知らせ

南佐久環境衛生組合名称変更のお知らせ

問い合わせ先 TEL：0267‐22‐1482

国民年金保険料が
スマートフォンアプリで納付できます

令和5年2月20日利用開始令和5年2月20日利用開始

納付完了

●スマホ決済の流れ

①納付書
②スマートフォン
③決済アプリ

対象
決済アプリ
（五十音順）

□au PAY
□d払い®
□PayB（※）
□PayPay

令和5年4月1日から
「佐久環境衛生組合」に変わります
令和5年4月1日から
「佐久環境衛生組合」に変わります

佐久環境衛生組合
令和5年4月１日
南佐久環境衛生組合と佐久平環境衛生組合（構成：佐久市・佐久穂町）が統合し、名称
を「佐久環境衛生組合」とするものです。
両組合が行っている事務事業は、「佐久環境衛生組合」が承継します。

※金融機関等が提供するアプリを含む。
　詳細は、PayBのホームページをご覧ください。

いつでも！ どこでも！
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フォトピ !
川上村のできごと

topicsPhoto

　今年は暖かい日が続き、校庭リンクで練
習できる日が少ない中でも、全校児童が素
晴らしい滑りを見せていました。

1/27 二小スケート大会

　ワトソンビルとビデオ通話を利
用したオンライン交流を行いまし
た。また、3月にはそれぞれの地
域のお菓子やグッズなどのプレゼ
ント交換も行いました。

3/1 ワトソンビルとの
交流

　昨年度より校庭リンク廃止に伴い、スケートに親しむ日に名称を変更
して開催し、多くの児童がスケートに親しんでいました。

1/19 一小スケートに親しむ日

　副館長を2年間勤め上げ
た井出純一さんが退任し、
新たに御所平地区の田中豪
さんが副館長に任命されまし
た。

4/3 公民館
副館長任命式

　男子7名女子16名の合計23名の児童が元気に入園しました！

4/4 かわかみ保育園入園式

　男子17名女子16名の合計33名が
新たな門出を迎えました！

3/16 中学校卒業式

　男子9名女子5名の合計14名の
児童が小学生の仲間入りをしました！

4/6 第二小学校入学式

　幹部任命や感謝状授与が行われ、22名が退団し、
7名の新入団員が消防団の仲間入りをしました。

4/3 川上村消防団入隊団式

　男子6名女子17名合計23名の生徒
がこれからは同じ校舎で勉強をします！

4/6 中学校入学式

　男子11名女子7名の合計18名の児
童が入学しました！

4/6 第一小学校入学式
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フォトピ !
川上村のできごと

topicsPhoto

　今年は暖かい日が続き、校庭リンクで練
習できる日が少ない中でも、全校児童が素
晴らしい滑りを見せていました。

1/27 二小スケート大会

　ワトソンビルとビデオ通話を利
用したオンライン交流を行いまし
た。また、3月にはそれぞれの地
域のお菓子やグッズなどのプレゼ
ント交換も行いました。

3/1 ワトソンビルとの
交流

　昨年度より校庭リンク廃止に伴い、スケートに親しむ日に名称を変更
して開催し、多くの児童がスケートに親しんでいました。

1/19 一小スケートに親しむ日

　副館長を2年間勤め上げ
た井出純一さんが退任し、
新たに御所平地区の田中豪
さんが副館長に任命されまし
た。

4/3 公民館
副館長任命式

　男子7名女子16名の合計23名の児童が元気に入園しました！

4/4 かわかみ保育園入園式

　男子17名女子16名の合計33名が
新たな門出を迎えました！

3/16 中学校卒業式

　男子9名女子5名の合計14名の
児童が小学生の仲間入りをしました！

4/6 第二小学校入学式

　幹部任命や感謝状授与が行われ、22名が退団し、
7名の新入団員が消防団の仲間入りをしました。

4/3 川上村消防団入隊団式

　男子6名女子17名合計23名の生徒
がこれからは同じ校舎で勉強をします！

4/6 中学校入学式

　男子11名女子7名の合計18名の児
童が入学しました！

4/6 第一小学校入学式
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魚の
つかみ取り
開始時間11：00～

渡邉光村議会議長 自治功労者表彰受賞
　本村議会議長である渡邉光氏が
長年の議長としての功績が認めら
れ、去る1月11日の全国町村議会
議長から自治功労賞が送られました。
　渡邉氏は、本村議会議長のみな
らず、長野県町村議会議長も務めて
おり、その功績をたたえられ、今回
の受賞となりました。

■現在の番組放送時間■

19：20

19：30～
20：30～
21：30～

防災無線による定時放送①
（番組のお知らせ）
放送①
放送②
放送③

当日

7：20
7：30～
8：30～
9：30～
13：00～

防災無線による定時放送②
放送④
放送⑤
放送⑥
放送⑦

翌日

■5月1日以降の番組放送時間■

18：20

18：30～
19：30～
20：30～

防災無線による定時放送①
（番組のお知らせ）
放送①
放送②
放送③

当日

7：20
7：30～
8：30～
9：30～
12：00～

防災無線による定時放送②
放送④
放送⑤
放送⑥
放送⑦

翌日

昼・夜の時間を
1時間早める

KCVから番組時間の変更について
　昨年の繁忙期にKCVの番組時間の変更を行いましたところみなさまから「見やすい時間に
なった」などのお声を多くいただいたため5月1日から再度、下記の通り変更します。
　引き続き、ご家族と一緒にKCVの番組をご視聴になられてみてはいかがでしょうか。

山菜まつり
in 高登谷高原

ステージタイムスケジュール

第51回

513/ ●土
【小雨決行】

〈歌謡ショー〉
 出光仁美
〈歌謡ショー〉
 入山アキ子
〈ものまね〉
 ビューティーこくぶ
〈メイン歌謡ショー〉
 堀内孝雄

12：35
〜

15：00

10：00～
10：30～

10：50～

おまつりびらき
リズムダンス
第一・第二小学校
金管クラブ

クレヨンしんちゃんショー

※内容と時間は変更となる場合がございます。

釣りコーナー
（高登谷湖）

無料

無料

【名物川上そば】
川上特産のそば粉と伝統の秘技で、
手打そばを提供します。
※おまつり会場のみでの販売となります。

11：30～

編
集
／
川
上
村
役
場
企
画
課
企
画
広
報
係
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